






筑後川は流域の人たちの生活と深く結びついています。水の利用も
せ吉

古くから行われ、筑後川から水を引くために堰や用水路など多くの利
水施設がつくられました。下流部では、クリ ークが発達し、満潮時に逆

ひょうそう たんすい

流してきた海水で川の表層に押しよげられた淡水（河川水）をくみあ
げて耕地に水を供給するアオ取水（※P11参照）が行われ、豊かな穀
倉地帯を形成。流域の人々に多くの恵みをもたらしてきました。
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・山田堰（朝倉町）

・山田1璽からの水を
導く堀川用水（朝倉町）
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筑後川の中流域では、江戸時代から原因不明の奇病が発生していま
にほんじゅうけっきゅうちゅう きせい

した。原因が突き止められたのは明治時代。日本住血吸虫という寄生
みやいりがい たいさく

虫による病気と判明し、中間宿主である宮入貝の撲滅対策が実施さ
れました。薬剤散布や河川敷整備、水路のコンクリ ー トによる三面張
りで、宮入貝の生息環境を改変する努力が続けられ、平成2年3月に

安全宣言が出され、平成12年3月に対策事業が終結を迎えました。

・薬剤j散布による宮

入

貝の駆除 ・高水敷の整備（久留米市豆津地先）

日本有数の暴れ川としても有名な筑後川では、古くから
治水にも力が注がれてきました。藩政時代には堤防や

みずはね

水の流れを変えて岸辺を守る水捌を流域の各藩が争っ
て築きました。また舟運の水深を維持する働きもある荒

きず

寵をつくったり、堤防を築くなどの土木工事も行われまし
たが、自分の国の領地を守ることが目的で、筑後川全体
のことを考えたものではありませんでした。川沿いに住

はんらん

んでいる人たちは、万 一川が氾濫した場合の避難場所
つつみ わじゅう

を備えた水屋をつくったり、敷地を堤で、囲って輪中にす
るなど、洪水から暮らしを守るために、さまざまな工夫や
努力を続けてきました。 ・現在は公園として整備されている千栗堤防跡

あらこ

・水流を変えるためにつくられた荒箆
団長市木

三

ぽ

ニ和
堤

川
中

わ
輪む困取を地敷．

 

・明治22年水害の惨状を伝える絵図
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本格的な治水事業が始まったのは、明
ちょっかっ

治20年。国の直轄事業として着手され、
舟運のための低水路工事や洪水を安
全に流すための放水路工事が行われ
ました。その後、明治22年の大洪水を

ち〈てい ごがん しようすいろ

きっかけに、築堤や護岸、捷水路、水門
整備などが行われ、さらに大正10年、
昭和28年の洪水への対応や流域の
発展による安全性のさらなる向上を図
るために、計画が改められてきました。

6 














